
様式1　役割分担・方向性を定めた事業

18 年 2 月 自主・自立推進プラン実施状況確認シート

１．自主・自立推進プランにおける検討結果
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２．平成 18 年 2 月 1 日現在の実施状況
（①から④のうち、該当する項目に○印をつけてください。）

＊④は、役割分担・方向性・実施年度の何れかについて、プランの検討結果から変更する予定の場合です。

４．今後の方針（関係者協議等）

　十勝町村会・十勝圏複合事務組合による十勝圏広域連携検討会の国保部会で検討中である。
　１６年度は、管内市町村の状況調査及び課題抽出が行われ、更に具体的な調査・研究を行うことで中間
報告されている。
　１７年度の報告では、広域連携によるスケールメリットへの期待により、財政安定化へ寄与する側面がある
一方で、帯広市と音更町以外の保険者は形式収支を健全に保っている状況を考えれば、保険料（税）につ
いては、短期的に激変緩和措置を講じたとしても税率の統一は相当困難であると結論づけされている。
　また、事務に関しては、窓口業務は当然としても、保険料（税）徴収業務を構成市町村が継続して行う必要
があるということであれば、さほど大きな削減効果は見込めないとされている。

　構成市町村は、最も重要でかつ難題である保険料（税）統一を合意したうえで「広域連携」に進むべきであ
るという共通認識を持てるか否か。また、人件費削減・事務効率化の効果が大きく見込めないという報告を
受けて、システム統一などへの初度的経費支出に合意が得られるか再整理が必要である。
　従って、引き続き広域連携の可能性を検証していく方向から、十勝複合事務組合・支庁・市町村等が連携
をとり、担当課長による連絡会議の設立を検討中である。

３.平成１７年度に実施した内容と課題（予定どおり実施できなかった場合はその理由）

①実施済 ③未検討②実施に向けて検討中

◯

④変更予定

　十勝町村会でも検討中の事業です。各市町村間において、それぞれ高齢化率や医療費の動向、
保険料（税）率等に格差が生じている現状で事業運営すべての広域化が実現可能か否かを整理し
なければならない。
　事務処理体制は広域化することで事務の効率化が期待できますが、格差是正の問題も含めどの
ような方法が解決策として受け入れられるのか検討する必要があります。
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◯
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